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（２）今後の活動計画 

▲中･⻑期計画〜この地域の５年後のカタチ〜 

    平成２８年度に「広域観光周遊ルート」に認定されたことを当ルート、当地域にとって

のビックチャンスとして捉え、この５年間を目標に、海外からの観光客を意識した受入れ

環境の整備、特に言語対応、案内や情報発信の充実などを積極的に行い、ルート内の環境

を整えていきます。また、隣接するルートとの連携を図り、ガイドの育成、統一感のある

案内や共通した情報発信などを広域的な視点を持ちながら、「きた北海道」全体が魅力あ

るエリアとなるようルート一体となって進めていきます。 

さらには、日本人観光客を対象としたきめ細やかなサービスの提供を目指し、ルート活

動団体と観光・集客施設等との情報共有を徹底し、現状の把握とともに課題・問題点の共

有などを行い、再び訪れたいと思えるようなルート（エリア）作りを目指します。 

５年後に、現在の二次交通の脆弱さを埋められるだけの別の交通機関が存在するとは考

えられず、人力による移動を含め、地域をゆっくり時間をかけて堪能いただくため、この

「不便さ」を「良さ・魅力」として捉えられるような、個性・独自性のあるルートとして

定着できることを目指します。 

   

   平成３４年度（５年後）になっていたいルートのカタチ 

★景観／ 
おすすめ広域観光周遊ルート 
周辺の魅⼒ある景観形成 

 
★地域／  

地域住⺠と来訪者の交流に 
よる賑わいあるエリア 

 
★観光／  

地域産業と特性を活かした 
独⾃性ある観光空間 

そのために５年間で実施・形作っていくもの 

●地域住⺠等と連携したコース周辺の 
清掃活動、除草活動の継続的な実施 

 
●おもてなしの道づくり〜花植活動〜 

の継続的な実施 
 

●次世代を担う若い⼈達との交流によ 
るボランティア活動 

 
●歴史⽂化施設、廃線跡などを活⽤し 
 たイベント等の実施〜地域住⺠の 

地域（資源）への愛着の醸成 
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▲短期・中⻑期計画 〜平成２９年度（詳細）／平成３０年〜３３年度まで〜 

　平28年度 　平成29年度 　平30年度

4月～3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 7月 10月 12月

設定（１０月） 見直し・検討 コース確認 設定

一部、ラックの試行設置 ラック：受入体制調査⇒整備⇒設置（順次）／オアシス：検討 撤去 　　 （オアシス：検討） (継続)

検討 実施 (継続)

９月、１０月実施（モニターツアー） 見直し・検討　　 ツアー／アンケート 集計

ツアー前の事前調査 準備、コース設定 実施 整理

設置（幌加内）／その他 (継続)
除草

各地で実施 桜 花植 ひまわり そば花 コスモス （継続）

　＊各地域へ実施時期の確認
実施 天塩川クリーンアップ （継続）

素材収集／内容検討 構成 制作 配布先検討 完成 配布（GW）

作成済（ロングコース） 検討（エコモビコース）　⇒制作 素材収集（ツアー） （継続）

公開中 継続：随時更新 （継続）

10月実施 準備、調整等 開催

10月実施（モニターツアー） 準備、調整等 ツアー／アンケート 集計

９月実施

各地で実施 剣淵 随時

７月実施 準備、調整 実施 実施(7月)

検討　⇒　作成 完成 使用開始

(継続配布)
パンフ英語版：３月完成 配布　（配布計画、多言語版の検討） 作成（冬ポスター） 配布 (継続配布)

設置：名寄（10月～） 継続 新たな箇所の検討（随時）

各地で実施 水防イベント 秋味まつり（中川） 　　　赤レンガ 随時

　通年
一部、地域で実施 (継続)

作成済

各地で実施 森ジャム（下川） きこり祭り（中川） 随時

検討

企画検討、準備 働きかけ ＊勉強会開催

企画検討 （どこかで試行実施） （本実施年） （継続）

企画検討 （どこかで試行実施⇒まとめ） （本実施年） （継続）

天塩川フォーラム開催(2月) 企画検討 実施 ＊記念の年

企画検討 （どこかで試行実施） 販売（ルートPRブースなどにて）

検討 （継続）

5月、11月 準備・調整⇒会議 　　審査委員視察（6/24・25） (継続） （継続）

準備・調整⇒会議 （継続）

4月、7月、9月、12月、2月 会議 （継続）

★必要に応じて開催
石田先生(7月)、和泉課長(11月)、報告会(11月)

景観 地域
観光

空間
活動内容 具体的な活動　（目標） （活動内容詳細） 4月～3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 7月 10月 12月

平31～33年度

▲情報拠点の設置 ルートの情報発信箇所の設置（パンフレット等の配布、周遊観光案内等）

景観

広域的で良好な
周遊観光ルートの形成

きた北海道
エコ・モビリティ事業の推進

ルート内連携による情報発信

△清掃活動 実施：天塩川クリーンアップ大作戦　他　　（各地域）

▲花植え活動、除草 実施：コスモスロード、ひまわりロード、そばの花ビューポイント沿道の除草　他　　（各地域）

地域産業の活用

具体的な活動　（目標） （活動内容詳細）活動内容
観光

空間
地域

ルート運営等

子供向け企画の検討、実施

▲各地イベントでのルートＰＲ 各地イベントでの天塩川ＳＢＷのＰＲ活動（ブース設置、パネル展示・パンフレット等の配布など）

▲連携ポスター等の情報発信 ルート内の地域イベント・資源等の連携ポスター（またはパンフレット等）の作成

▲ルートオリジナルロゴの作成 ロゴマークの作成　※ロゴの活用は名称確定後（指定ルート確定後）

▲ルートの景観診断 ルート内の現地確認（視察）　（地域資源やビューポイント箇所の確認（発掘）、広域的な連携企画など）

▲シーニック勉強会等の開催
指定ルート申請に向けたシーニックに関する勉強
※指定ルートの方や推進協議会の方をお招きしてアドバイスを戴くなど。

▲担当者会議 年５回程度：活動内容の検討・実施、活動計画書案の作成　等

▲ルート運営代表者会議（全体会議） 総会年１回＋臨時会議

▲エリア会議 ３エリア（北部、中部、南部で調整し開催）

※「きこり祭り」「森ジャム・チェーンソーアート」等への天塩川ＳＢＷの共催など

▲道の駅との連携 サイクルラックの設置への協力、モビリティ等の情報発信　等

▲御当地グルメの開発 各地の御当地食材のリスト作成、食の開発（企画、制作）、販売／幌加内高校（蕎麦）との連携

▲「松浦武四郎」にまつわる地域の文化継承 企画検討、実施　（＊萌える天北オロロンルートとの連携　ほか）

△「森林」＆「水」の教育

▲森林資源の活用 クラフト体験（美深・恩根内、音威子府）　、音威子府高校との連携

歴史・文化と森林文化の活用
▲フォトコンテストの開催 募集要項の作成、応募、審査会の開催、展示

▲地域ガイドの発掘 カヌーガイド／サイクルガイド／フットパスコースガイドの発掘、人物ブックの作成

▲林業体験イベントの実施

▲きた北海道エコ･モビリティに関する勉強会の開催 勉強会の準備、開催（内容案：専門家による講演、活動実施報告等）　（＊宗谷SBWとの連携）

マップ使用素材収集、作成　（＊宗谷SBWとの連携）

▲メインコースのモニターツアーの実施 ツアーの実施（＋アンケート調査等の実施）

▲きた北海道エコ･モビリテに関する情報発信② SNS（またはHP）の開設　（＊宗谷SBWとの連携）

▲きた北海道エコ・モビリティに関する情報発信① ＰＲビデオの作成、公開（youtube）　（＊宗谷SBWとの連携）

▲メインコースの設定
　（自転車／カヌー／フットパス）

天塩川SBWのメインコース（自転車での周遊オススメルート）の設定

▲メインコースの環境整備 天塩川SBWのメインコース上でのサイクルラックの設置、サイクルオアシス等の検討

▲メインコース周辺の景観整備 天塩川SBWのメインコース周辺の良好な景観形成（清掃活動、花植え活動）、景観チェック

▲きた北海道エコ・モビリティマップの作成

△ビューポイント箇所の整備 ビューポイント箇所への看板等の設置、広報・PR（ビューポイントパーキングへの登録）

▲地域ガイドの育成
小中学生を対象としたガイド育成授業の実施、ガイドブックの作成
※地域おこし協力隊ならぬ「地域魅力つたえ隊」とか。協力隊の弟子的な。

▲きた北海道エコ･モビリティのモニターツアーの実施 ツアーの実施、アンケート調査の実施

△カヌーイベントの実施 実施：ダウン・ザ・テッシ-オ-ペッ実行委員会

△サイクルイベントの実施 実施：剣淵町、中川町　等　（共催：天塩川SBW）

▲先進地視察 先進地への現地視察　（視察国：スイス、台湾）

▲地元木材を活用したスタンドの制作 サイクルラックのキッドの検討、作成　

 


